
今月の給食目標
こんげつ きゅうしょくもくひょう

夏の健康について考えよう
なつ けんこう かんが

ジリジリと照りつける強い日差しに、本格的な夏の到来を感じます。この時期、特に気をつけなくてはいけない
て つよ ひ ざ ほんかくてき なつ とうらい かん じ き とく き

のが熱 中 症です。“いつでも・どこでも・誰でも”発症する可能性があり、重 症化すると命を落とすこともあ
ねっちゅうしょう だれ はっしょう かのうせい じゅうしょう か いのち お

ります。熱 中 症予防のために、日ごろから体調を整え、こまめな水分補給を心がけることが大切です。また、
ねっちゅうしょうよ ぼ う ひ たいちょう ととの すいぶんほきゅう こころ たいせつ

睡眠不足や朝ごはん抜きの人は、熱 中 症のリスクが高まります。早寝・早起きをし、必ず朝ごはんを食べましょ
すいみんぶ そ く あさ ぬ ひと ねっちゅうしょう たか は や ね はや お かなら あさ た

う。
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水分補給の基本は水や麦茶で、汗をかいた
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ときにはスポーツドリンクなども利用しましょう。
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７月７日の七夕は、季節の節目となる「五節句」の一つで、
しちがつなのか たなばた きせつ ふしめ ご せ っ く ひと

中 国から伝わった「織姫と彦星」の伝説と、日本の「棚機つ女」の伝説がもとになっ
ちゅうごく つた おりひめ ひこぼし でんせつ にほん たなばた め でんせつ

て、現代のようなお祭りが 行 われるようになりました。七夕には、天の川に見立てた
げんだい まつ おこな たなばた あま かわ み た

「そうめん」を食べる風習がありますが、これは、そうめんの原型となった「索餅」が、
た ふうしゅう げんけい さくべい

平安時代に七夕の儀式でお供えされたことにちなみます。
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次の５つの節句のことです。それぞれ特別な食事が用意され、邪気（病気などを起こす
つぎ せ っ く とくべつ しょくじ よ う い じ ゃ き びょうき お

悪いもの）を払い、無病息災などを願う行事が行われてきました。
わる はら むびょうそくさい ねが ぎょうじ おこな
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